
埼玉の米卸
ナ オ イ

客
観
的
デ
ー
タ
生
産
者
も
好
意
的

｢

よ
り
良
い
も
の
を｣

と
品
質
が
向
上

取
引
先
か
ら
品
位
の
エ
ビ
デ
ン
ス
求
め
ら
れ
導
入

規
格
項
目
は
九
つ

測
定
値
を
検
査
証
明
に
記
載

農
水
省
は
今
年
２
月
、
農
産
物
検
査
規
格
を
改
正
し
、
現
行
の
規
格
と
は
別
に
、

「
機
械
鑑
定
を
前
提
と
し
た
規
格
」
を
策
定
し
た
。
本
年
産
米
の
検
査
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
目
視
検
査
に
よ
る
等
級
の
格
付
け
と
と
も
に
、
機
械
で
の
鑑
定
も
可
能
に
な
る
。

コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
チ
ェ
ー
ン
な
ど
か
ら
は
、
客
観
的
な
米
の
品
位
デ
ー
タ
を
求
め
る
動

き
が
で
て
き
て
お
り
、
今
後
、
流
通
が
変
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
稲
作
経
営
者

は
、
動
向
に
注
視
が
必
要
だ
。

本
年
産
米
検
査
か
ら｢

機
械
鑑
定｣

も
可
能
に

今
回
策
定
さ
れ
た
「
機
械

鑑
定
を
前
提
と
し
た
規
格
」

の
項
目
は
①
容
積
重
②
水
分

③
白
未
熟
粒
④
死
米
⑤
着
色

粒
⑥
胴ど

う

割わ
れ

粒
り
ゅ
う

⑦
砕さ

い

粒
り
ゅ
う

⑧
異

種
穀こ

く

粒
り
ゅ
う

⑨
異
物


の
九

つ
だ
＝
表
。
目
視
に
よ
る
検

査
の
よ
う
に
等
級
格
付
け
す

る
の
で
は
な
く
、
機
械
の
測

定
値
を
検
査
証
明
に
記
載
す

る
。
機
械
鑑
定
が
可
能
な
穀

粒
判
別
機
の
機
種
に
つ
い
て

は
、
農
水
省
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

容
積
重
、
白
未
熟
粒
、
死

米
、
砕
粒
、
胴
割
粒
は
整
数

値
で
、
水
分
、
着
色
粒
は
小

数
点
以
下
１
位
ま
で
表
示

（
３
回
の
機
械
に
よ
る
測
定

値
平
均
の
表
示
単
位
の
下
位

１
位
を
四
捨
五
入
）
す
る
。

取
引
上
必
要
と
さ
れ
る
水
準

を
踏
ま
え
た
。
異
種
穀
粒
、

異
物
は
、
現
状
で
は
機
械
に

よ
る
測
定
が
難
し
く
、
目
視

で
基
準
値
以
下
か
基
準
値
超

か
を
判
定
す
る
。
基
準
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
種
穀
粒
が

０
・
４
％
、
異
物
が
０
・
２

％
だ
。

埼
玉
県

蕨
わ
ら
び

市
の
米
卸
・

㈱
ナ
オ
イ
（
直
井
こ
と
え
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
昨
年

か
ら
穀
粒
判
別
機
を
導
入
し

＝
写
真
、
玄
米
の
品
位
デ
ー

タ
を
取
得
し
て
い
る
。
同
社

で
仕
入
れ
を
担
当
す
る
鎌か

ま

田だ

浩こ
う

規き

部
長
は
「
主
要
取
引
先

で
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
や
外
食
チ

ェ
ー
ン
か
ら
、
米
の
品
位
の

エ
ビ
デ
ン
ス
を
求
め
ら
れ
た

の
が
き
っ
か
け
。
結
果
と
し

て
、
新
た
に
産
地
と
取
り
組

ん
だ
品
種
の
信
頼
を
獲
得
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
」

と
説
明
す
る
。
同
社
は
年
間

２
万
３
千
㌧
の
玄
米
を
仕
入

れ
、
う
ち
２
５
０
０
㌧
以
上

を
生
産
者
な
ど
か
ら
直
接
集

荷
。
９
割
以
上
を
精
米
で
外

食･

中
食
に
卸
す
２
０
１
８

年
か
ら
業
務
用
米
の
仕
入
れ

強
化
の
一
環
で
、
岩
手
県
や

福
島
県
な
ど
の
生
産
者
と

｢

つ
き
あ
か
り｣｢

ゆ
み
あ
ず

さ｣

の
契
約
栽
培
・
直
接
買

い
取
り
を
始
め
た
の
が
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

鎌
田
部
長
は
、
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
自
ら
岩
手
県
の

検
査
登
録
機
関
の
検
査
員
と

な
っ
た
。
生
産
者
を
訪
問

し
｢

つ
き
あ
か
り｣｢

ゆ
み
あ

ず
さ｣

と
と
も
に
｢

あ
き
た

こ
ま
ち｣｢

ひ
と
め
ぼ
れ｣

を

目
視
に
よ
る
農
産
物
検
査
に

加
え
、
穀
粒
判
別
機
に
よ
る

品
位
の
分
析
を
実
施
。
よ
り

集
荷
す
る
米
の
品
質
を
向
上

さ
せ
よ
う
と
、
穀
粒
判
別
機

で
測
定
し
た
胴
割
れ
・
未
熟

粒
な
ど
の
混
入
割
合
に
よ

り
、
目
視
で
の
検
査
が
１
等

で
も
、
そ
の
中
で
、
１
等
Ａ

と
１
等
Ｂ
に
区
分
し
て
保

管
。
農
家
か
ら
の
買
い
取
り

価
格
に
も
差
を
つ
け
た
。

生
産
者
に
は
、
農
産
物
検

査
結
果
と
買
い
取
り
実
績
と

と
も
に
、
穀
粒
判
別
機
で
の

分
析
結
果
を
提
出
。
生
産
者

が
な
ぜ
１
等
で
も
Ｂ
だ
っ
た

の
か
、
２
～
３
等
だ
っ
た
の

か
を
客
観
的
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
の
た
め


翌
年
の
栽
培
方
法
改
善
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
生
産
者

か
ら
も｢

格
付
け
理
由
が
明

確
で
よ
い｣｢

全
体
の
デ
ー
タ

も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ


個
人
の
実
力
が
わ
か
る｣

な

ど
好
意
的
な
意
見
が
多
い
。

生
産
者
は
、
よ
り
良
い
も

の
を
出
荷
し
よ
う
と
い
う
意

識
が
高
ま
り
、
玄
米
色
彩
選

別
機
の
導
入
も
進
ん
だ
。
そ

の
結
果
、
出
荷
さ
れ
る
米

は
、
調
製
済
み
の
割
合
が
97

％
に
。
穀
粒
判
別
機
の
デ
ー

タ
も
良
好
に
な
り
、
品
質
が

高
ま
る
と
い
う
好
循
環
が
生

ま
れ
た
。
取
引
先
で
あ
る
コ

ン
ビ
ニ
・
外
食
チ
ェ
ー
ン
・

米
穀
専
門
店
な
ど
か
ら
、
同

産
地
の
米
に
対
す
る
信
頼
感

が
高
ま
っ
た
と
い
う
。
鎌
田

部
長
は
「
特
に
、
『
つ
き
あ

か
り
』
は
、

年
産
か
ら
生

産
地
が
全
国
に
増
え
た
が
、

中
で
も
岩
手
県
産
の
評
価
が

高
ま
っ
て
い
る
と
実
感
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

鎌
田
部
長
は
今
後
に
向

け
｢

日
ご
ろ
か
ら

同
じ
コ

シ
ヒ
カ
リ
１
等
で
も
産
地･

地
域･

生
産
者
別
で
大
い
に

差
が
生
じ
て
い
る
と
実
感
し

て
い
る

穀
粒
判
別
機
に
よ

る
客
観
的
デ
ー
タ
が
生
産
者

･

流
通
業
者･

末
端
ユ
ー
ザ
ー

間
で
共
有
さ
れ
る
こ
と
で

１
等
の
価
値･

信
頼
感
は
高

ま
る
だ
ろ
う｣

と
分
析
続
け

て
｢

中
食
・
外
食
企
業
に
お

け
る
精
米
品
質
向
上
の
ニ
ー

ズ
は
さ
ら
に
高
ま
る

今
後

も
穀
粒
判
別
機

に
よ
る
客
観
的

デ
ー
タ
を
蓄
積

・
提
示
し
、
仕

入
れ
・
販
売
に

お
け
る
信
頼
を

獲
得
し
て
い
き

た
い｣

と
締
め

く
く
っ
た



